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特集◎急性胆嚢炎と腹腔鏡下胆嚢摘出術／野中雅彦 医師
スウェーデンの首都ストックホルムを訪ねて／内視鏡センター長　浅野道雄 医師

これまでの検診部とこれからの検診部
院長の休日／院長　松田保秀
松田病院の理念と患者様の権利

佐鳴湖国際駅伝大会にて（H18.5.28）

昨年に引続いての出場。今回のぼりを新調して気合
が入っている選手も、レース後にやるバーベキュー
をメインと考えている私を含めた大半の選手も皆、
早朝の大雨で足元を泥まみれにして襷をつなぎ合い
ました。結果は 88 位。出場チームが 105 チームと
少なかったのにも助けられ、昨年の目標 100 位以
内を一応達成！　　　　　　　　（事務部　秋山記）



　

胆
嚢
に
結
石
が
あ
っ
て
炎
症
が
起
こ
る
と
上
腹
部

痛
、
嘔
気
、
発
熱
な
ど
を
訴
え
ま
す
。
こ
れ
は
急
性

胆
嚢
炎
と
い
う
疾
患
で
す
。
今
回
は
新
し
い
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
急
性
胆
嚢
炎
と
そ
の
治
療

法
の
一
つ
で
あ
る
腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術
に
つ
い
て

お
話
を
い
た
し
ま
す
。

　

胆
嚢
は
肝
臓
の
右
下
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
西
洋

梨
の
形
を
し
た
袋
状
の
臓
器
で
、
脂
肪
の
消
化
吸
収

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
正
面
か
ら
見

る
と
右
の
肋
骨
の
裏
に
あ
り
、
通
常
は
触
っ
て
も
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
炎
症
を
起
こ
し
て
腫
れ
て
く
る
と

触
る
こ
と
が
で
き
、
押
さ
え
る
と
痛
み
ま
す
。
こ
れ

が
急
性
胆
嚢
炎
で
す
。
そ
の
90
％
以
上
は
胆
石
が
原

因
で
す
が
、
結
石
の
な
い
こ
と
も
あ
り
（
無
石
胆
嚢

炎
）、
そ
の
場
合
は
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ
ま

す
。
急
性
胆
嚢
炎
は
腹
痛
患
者
全
体
の
3
〜
10
％
を

占
め
、
決
し
て
珍
し
い
疾
患
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
般
の
方
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
医
療
現
場
で
は
最
近
ま
で
種
々
の
疾
患
に
対
す

る
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
診
療
指
針
と
い
う
も
の
は

ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
、
診
療
科
、

あ
る
い
は
各
担
当
医
個
人
の
臨
床
経
験
な
ど
か
ら
治

療
方
針
が
決
定
さ
れ
、
治
療
法
や
治
療
成
績
も
施
設

間
で
か
な
り
の
差
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
是
正

し
、
医
療
レ
ベ
ル
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
、
最
近

相
次
い
で
様
々
な
疾
患
に
対
す
る
診
療
の
指
針
が
発

表
さ
れ
、標
準
的
な
治
療
が
確
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
領
域
で
も
2
0
0
5
年
9
月
に
日
本
の
研
究

者
ら
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
た
「
急
性
胆
管
炎
・

胆
嚢
炎
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
1
版
）」（
写
真

1
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
お
話
を
進
め
ま
す
。

　

右
上
腹
部
痛
、腫
大
し
圧
痛
の
あ
る
胆
嚢
の
触
知
、

発
熱
の
三
つ
が
そ
ろ
え
ば
ほ
ぼ
急
性
胆
嚢
炎
を
疑

い
、
さ
ら
に
血
液
検
査
・
腹
部
エ
コ
ー
検
査
（
写
真

2
）・
C
T
検
査
な
ど
で
特
徴
的
な
所
見
が
あ
れ
ば

診
断
は
比
較
的
容
易
で
す
。

野の
な
か中　
雅ま

さ
ひ
こ彦

急
性
胆た

ん
の
う
え
ん

嚢
炎
と
腹ふ

く
く
う
き
ょ
う

腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術医

師

特　集　

写真 1：ガイドライン（表紙）

写真 2：急性胆嚢炎のエコー画像（胆嚢腫大と壁
の肥厚（　）、泥砂状の胆汁（　）を認める）

〈
は
じ
め
に
〉

診
療
の
指
針

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）に
つ
い
て

診
断
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3

急
性
胆
嚢
炎
と
は
？

1 〜
新
し
い
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ふ
ま
え
て
〜

科学的根拠に基づく

急性胆管炎・胆嚢炎の
　　　診療ガイドライン



　

判
定
基
準
を
設
け
て
、
急
性
胆
嚢
炎
を
軽
症
、
中

等
症
、
重
症
に
分
け
ま
す
。
重
症
で
は
胆
嚢
の
ま
わ

り
に
膿
が
溜
ま
っ
た
り
（
胆
嚢
周
囲
膿
瘍
）、
胆
嚢

が
破
れ
て
腹
膜
炎
（
胆
汁
性
腹
膜
炎
）
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
手
術
（
開
腹
下
ま
た
は
腹
腔
鏡
下
胆

嚢
摘
出
術
）
を
前
提
と
し
た
初
期
治
療
（
12
〜
24
時

間
）
を
行
い
ま
す
。
初
期
治
療
と
は
、
全
身
状
態
の

改
善
を
目
的
に
絶
食
、
輸
液
療
法
、
鎮
痛
剤
、
抗
生

物
質
の
投
与
を
行
う
こ
と
で
す
。
手
術
の
時
期
は
緊

急
（
診
断
が
つ
き
次
第
）
ま
た
は
早
期
手
術
（
発
症

か
ら
72
〜
96
時
間
以
内
）
が
主
体
で
、
症
例
に
よ
っ

て
は
待
機
手
術
（
胆
嚢
炎
消
退
後
、
入
院
期
間
内
ま

た
は
一
旦
退
院
後
再
入
院
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
手
術

は
最
近
で
は
腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術
が
第
1
選
択
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
軽
症
胆
嚢
炎
で
は
初
期
治
療
の
み

で
軽
快
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
半
年
か
ら
数
年

の
間
に
10
〜
50
％
が
再
発
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
軽

快
後
に
胆
嚢
摘
出
術
を
行
い
ま
す
。
初
期
治
療
に
反

応
し
な
い
例
は
緊
急
手
術
の
適
応
で
す
が
、
種
々
の

理
由
で
手
術
が
行
い
得
な
い
場
合
は
胆
嚢
ド
レ
ナ
ー

ジ
（
胆
嚢
に
管
を
入
れ
て
胆
汁
を
排
液
す
る
こ
と
）

の
適
応
に
な
り
ま
す
。
経
皮
経
肝
胆
嚢
ド
レ
ナ
ー
ジ

（
Ｐ
Ｔ
Ｇ
Ｂ
Ｄ
）や
胆
嚢
吸
引
穿
刺
法（
Ｐ
Ｔ
Ｇ
Ｂ
Ａ
）

は
エ
コ
ー
を
使
用
し
局
所
麻
酔
で
行
え
る
手
技
で
あ

り
、
全
身
状
態
が
悪
く
手
術
が
で
き
な
い
よ
う
な
場

合
で
も
施
行
可
能
で
、
こ
れ
で
一
時
的
に
炎
症
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
急
性
胆
管
炎
や
総
胆

管
結
石
な
ど
を
合
併
す
る
場
合
は
併
せ
て
治
療
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

1
9
8
7
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
始
ま
っ
た
手
術
で
、

従
来
腹
部
を
大
き
く
切
開
し
て
胆
嚢
を
摘
出
し
て
い

た
も
の
を
、
腹
部
に
数
カ
所
1
㎝
前
後
の
孔あ

な

を
あ

け
、
腹
腔
鏡
と
い
う
内
視
鏡
を
挿
入
し
、
テ
レ
ビ
モ

ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
た
映
像
を
見
な
が
ら
、
別
の

孔
か
ら
挿
入
さ
れ
た
複
数
の
細
い
手
術
器
具
を
操
作

し
て
胆
嚢
を
切
除
す
る
も
の
で
す
。
傷
が
小
さ
い
の

で
、
術
後
の
痛
み
は
通
常
の
開
腹
術
よ
り
か
な
り
少

な
く
、
回
復
が
早
く
て
入
院
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
社

会
復
帰
も
速
や
か
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

開
腹
術
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
応
で
き
る
わ

け
で
は
な
く
、
お
な
か
の
中
の
炎
症
や
癒ゆ

ち
ゃ
く着

が
強
い

と
胆
管
や
そ
の
他
の
臓
器
を
損
傷
す
る
偶
発
症
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
危
惧
さ
れ
る
場
合

に
は
安
全
の
た
め
に
開
腹
術
に
移
行
し
ま
す
。
急
性

胆
嚢
炎
の
場
合
の
開
腹
術
へ
の
移
行
率
は
11
〜
36
％

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
1
・
写
真
3
・
4
）

　

健
診
な
ど
で
無
症
状
の
胆
石
を
指
摘
さ
れ
定
期
的

に
経
過
観
察
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
急
な
腹
痛
と
発

熱
を
来
し
た
場
合
は
急
性
胆
嚢
炎
の
可
能
性
が
高
い

と
い
え
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
や
抵
抗
力
の
低
下
し
た

方
に
は
無
石
胆
嚢
炎
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

当
院
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た
診
療
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
下
さ
い
。

図 1：腹腔鏡下胆嚢摘出術（4 ヶ所の
孔をあけ、①から腹腔鏡を、②−④か
ら手術用鉗子を挿入する）

臍

胆嚢

肝臓

写真 4：摘出した胆嚢（右）と胆石（写真 2 とは別の症例）

写真 3：腹腔鏡下胆嚢摘出術（TV モニターを見ながら鉗子操作を行う）
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5
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腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術
と
は
？
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カ
ロ
リ
ン
ス
カ
医
科
大
学
は
、
医
学
系
の
単
科
教
育
研
究
機

関
と
し
て
は
世
界
最
大
で
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
生
理
学
医
学
部
門
選

考
委
員
会
が
あ
る
こ
と
で
も
有
名
で
す
。
併
設
さ
れ
る
付
属
病

院
は
ベ
ッ
ド
数
1
8
0
0
床
、
ス
タ
ッ
フ
1
5
0
0
0
人
の

規
模
を
誇
り
ま
す
。
私
が
尋
ね
た
外
科
医
の
ホ
ル
ム
先
生
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
進
行
直
腸
癌
の
権
威
で
、
極
度
に
進

行
し
た
患
者
さ
ん
や
局
所
再
発
し
た
患
者
さ
ん
が
、
全
国
か
ら

先
生
の
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

5
月
8
日
、
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
医
科
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
大
腸
癌
登
録
の
実
態
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら

話
を
聞
い
た
り
、
病
理
部
門
を
訪
ね
て
独
特
な
検
体
の
処
理
の

方
法
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

　

夕
方
に
は
、今
回
最
も
緊
張
し
た
、英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
医
科
大
学
の
内
科
や
外
科
の
先

生
た
ち
を
前
に
、
松
田
病
院
に
お
け
る
大
腸
粘
膜
下
層
剥
離
術

を
動
画
や
写
真
で
説
明
し
ま
し
た
。「
あ
い
あ
い
通
信
」
で
以

前
に
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、粘
膜
下
層
剥
離
術（
E
S
D
）と
は
、

胃
や
腸
の
早
期
癌
を
内
視
鏡
だ
け
で
治
療
す
る
方
法
で
、
日
本

人
が
生
み
出
し
た
世
界
に
誇
る
治
療
技
術
で
す
。
難
易
度
の
高

い
大
腸
病
変
に
対
す
る
E
S
D
は
、
日
本
で
も
あ
ま
り
一
般

化
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
松
田
病
院
で
は
以
前
か
ら
積
極
的

に
行
っ
て
お
り
、
当
時
の
時
点
で
50
例
の
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

動
画
や
写
真
を
見
た
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
の
先
生
た
ち
は
、
一
様
に

驚
い
た
様
子
で
、
講
演
が
終
わ
る
と
「
V
e
r
y 

i
n
t
e
r
e
s
t
i
n
g
！！
」
と
、祝
福
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　5月10日から12日までの3日間、スウェーデンの首都ストックホルムにあるカロ

リンスカ医科大学でひらかれたヨーロッパ大腸癌シンポジウムに参加する機会を得まし

た。また、それに先立ってカロリンスカ医科大学外科医局で行われた国際カンファレン

スで、松田病院における大腸腫瘍の内視鏡治療に関する臨床経験を報告しました。

スウェーデンの首都ストックホルムを訪ねて

浅野道雄 医師

宿泊したホテル近くのなんでもない風景

いよいよカロリンスカ医科大学  東京医科歯科大学講師の安野先生と

カロリンスカ医科学研究所とノーベル像

内視鏡センター長　浅野道雄 医師



　

5
月
9
日
に
は
、

朝
か
ら
手
術
室
に
行

き
、
時
差
ボ
ケ
で
眠

い
の
か
興
奮
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い

状
態
で
10
時
間
に
お

よ
ぶ
大
手
術
（
骨
盤

内
臓
器
全
摘
術
）
に
、

助
手
と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
途
中
で
一
度
休

憩
の
た
め
に
手
を
降

ろ
し
、
特
大
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ル
ム
先
生
の
鮮
や
か
な

メ
ス
さ
ば
き
や
日
本
と
は
違
う
手
技
な
ど
も
い
く
つ
か
あ
り
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

5
月
10
日
か
ら
3
日
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
大
腸
関

係
の
先
生
方
が
集
ま
り
、
次
か
ら
次
へ
と
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
、
炎
症
性
腸
疾
患
、
直
腸
肛
門
機
能
、
大
腸
癌

の
外
科
手
術
、
放
射
線
治
療
、
化
学
療
法
、
緩
和
ケ
ア
な
ど
、

多
岐
に
渡
り
活
発
な
英
語
の
討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

帰
国
前
の
最
後
の
1
日
だ
け
で
し
た
が
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

市
内
を
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
建
物
が

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
街
並
み
に
は
圧
倒
さ
れ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
私
が
訪
ね
た
5
月
は
、
ち
ょ
う
ど
桜
の
花
が
満
開
の

と
て
も
気
候
の
い

い
時
期
で
し
た
。
だ

ん
だ
ん
日
が
長
く

な
っ
て
い
く
時
期

で
、
朝
3
時
頃
か
ら

夜
9
時
頃
ま
で
明

る
く
、
時
差
ボ
ケ
も

手
伝
っ
て
時
間
の
感
覚
が
狂
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昼
間
が
長

く
て
う
ら
や
ま
し
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
冬
は
昼
が
短
く
、
朝

10
時
頃
よ
う
や
く
明
る
く
な
っ
て
も
午
後
3
時
に
な
る
と
暗
く

な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
街
を
歩
い
て
い
る
と
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
押
し
て
い
る
お
父
さ
ん
の
姿
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
か
け

ま
し
た
。「
男
女
同
権
」
は
生
活
や
仕
事
の
中
に
言
葉
だ
け
で

な
く
し
っ
か
り
と
浸
透
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
日
本
と
は
全
然
違
う
文

化
や
歴
史
を
も
っ
た
人
た
ち
が
暮
ら
し
て
お
り
、
昔
の
も
の
を

尊
重
し
心
豊
か
に
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
に
は
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
に
帰
っ
た
ら
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
あ
く
せ
く
し
な
い
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
の

よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
生
活
や
仕
事
を
楽
し
ま
な
け
れ
ば
！
と
強

く
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
帰
っ
て
き
た
ら
溜
ま
っ
た
仕
事
に

追
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
忙
し
い
毎
日
が
待
ち
受
け
て
い
た

の
で
し
た
。
時
差
ボ
ケ
を
直
す
暇
も
な
く
「
日
本
的
せ
せ
こ
ま

し
さ
」
に
再
突
入
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
い
つ
か
行
き
た
い
な
あ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。

一番左がホルム先生、右から 2 番目が私、一番右は日本から留学している田中先生

スウェーデンの代表的な工芸品 ダーラヘスト 
魔よけの馬の彫刻

ストックホムル旧市街  ガムラスタン  昔ながらの建物がところ狭しと並ぶ



これまでの検診部とこれからの検診部
　本年度は、松田病院検診部として記念すべき年になりました。それは、1993年より開始した大腸がん検診の実施者数が10万人
を突破したからです。この期間に、大腸がんが100人、ポリープにおいては、1,206人発見され、早期発見・早期治療に貢献でき
たと考えています。
　さてここで、当院の検診活動の規模をご理解して頂く為に、浜松市が実施している大腸がん検診と比較してみました。浜松市が、
現在一般公開している最新データ（平成16年度）では36,868人に実施しているのに対し、当院では昨年、約8,500人に実施し
ています。規模的には浜松市に対し約1/4の実施件数を担っていることになります。

　さて当院の検診部の発足時、先輩職員の方々が非常に苦労
をして今の基盤を作ってくれました。今は院内でもあまり知
られていませんが、当初は、大腸がん検診の方法も便をろ紙
に塗る方法（ろ紙法）であったため、日々臭いとの格闘でし
た。また顧客数も少なく新規開拓も大変だったと想像します。
しかし、当院が大腸がんの専門病院として診療を行っていく
には、大腸がん検診事業は必要不可欠だったため、当院の中
で重要な部署として位置付けられていました。
　こうした後を引き継いで活動している検診部ですが、国の
政策にもあるように「病気の予防」や「検診事業」は今まで
以上に重要なことと捉えられ、検診部は益々重要な部署に
なってきました。その強い要望に応えるためには、やはり新
たな取り組みをしていく必要があります。そこで、今後の検
診部の取り組みをご紹介致します。

検診部  平田哲也
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検診部の取り組みのご紹介

　テレビの健康番組では、頻繁に大腸がんや大腸ポリープ、内視鏡検査を取上げています。また大腸がんは、ついに女性の死因の第
1位になり、国民の関心は益々高まっています。大腸がんが増加傾向にあると言われている現在、胃がんによる死亡が胃検診によっ
て飛躍的に減少した事実からも、今後も大腸がん検診の普及は必要不可欠だと思います。松田病院検診部では、大腸がん検診を多く
の人に「安心して」「安全に」「簡単に」「正確に」行って頂ける様、このように多角的な取り組みをしていきたいと思います。

①松田病院の技術の広報活動
・	最新のがん治療（ESD）の紹介（ESD；開腹手術をすることなく内視鏡下にて胃・大腸がんを切除する手技。当院では100
	 症例を超えました。）
・	大腸がん検診が陽性になった場合、二次精密検査が必要になります。現在検査の第1選択として全大腸内視鏡検査が行われ
	 ています。松田病院では大腸内視鏡検査を年約4,200件（平成17年実績）行っており、確かな技術で安心した検査を受けて
	 いただけます。
・	大腸がん検診陽性者を診察する場合、当院では肛門の診察を行います。陽性の原因が肛門からの出血のケースが多く、痔の
	 治療を合わせて行うことが可能です。

②大腸がん啓蒙活動（講演会等）を企画、バックアップ
・	松田院長ならびに、最近では女医である河合めぐみ医師の講演も大好評です！大腸がん・メタボリック症候群・生活習慣病・
	 アルコール・喫煙・スポーツなどをキーワードに女性の視点で、日常生活と結びついた健康に関する話を聞くことができたと
	 の感想を寄せて頂いております。

③企業検診枠の拡大の提案
・	企業では、従業員の家族が検診対象外になっている場合があるため、こうした方でも検診を受けられる機会を増やせるように
	 提案していくこと。

④個人向け大腸がん検診郵送法の普及
・	診療以外で個人の大腸がん検診を受付けることが非常に少ないのが現状です。企業で検診を行っていない場合は自らすすん
	 ではなかなか検診を受けないのが現状だと思います。そこで、郵送法はこのような方に朗報だと思います。今後院内掲示や
	 ホームページなどを利用して個人向けの大腸がん検診の普及に努めていきます。



雨
の
最
中
、
海
の      

日
を
利
用
し
て

早
々
と
夏
休
み
を
と
っ
て

奥
日
光
を
散
策
し
た
。
7
月

15
日
（
土
）、
仕
事
を
終
え

て
17
時
44
分
発
の
新
幹
線

で
一
目
散
に
北
上
、
20
時
半

に
宇
都
宮
駅
に
着
き
3
泊

4
日
の
旅
が
始
ま
っ
た
。
も

と
も
と
、
こ
の
旅
行
企
画
は
家
内
の
別
称
「
純
子
企
画
社
」
が
立
て
た
も

の
で
、
私
は
唯
一
の
お
客
で
あ
る
。
翌
朝
は
7
時
36
分
発
の
J
R
線
普

通
電
車
で
日
光
駅
に
着
い
た
。
わ
ず
か
1
時
間
足
ら
ず
の
乗
車
で
あ
っ
た

が
、
深
い
緑
に
囲
ま
れ
た
田
園
か
ら
徐
々
に
山
岳
風
景
に
移
行
し
て
、
遠

く
の
山
々
が
幾
重
に
も
重
な
り
、
雲
と
霧
に
包
ま
れ
て
墨
絵
を
思
わ
せ
る

の
ど
か
な
景
色
で
あ
っ
た
。
途
中
主
要
駅
で
時
々
部
活
の
生
徒
が
乗
り
込

ん
で
は
降
り
て
ゆ
き
、
そ
の
賑
わ
い
が
楽
し
く
旅
情
を
そ
そ
っ
た
。　

　

さ
て
、こ
こ
で
日
光
国
立
公
園
の
概
要
を
話
し
て
お
き
た
い
。こ
こ
は
昭

和
9
年
12
月
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
も
の
で
、
福
島
、
栃
木
、
群
馬
、

新
潟
の
4
県
に
ま
た
が
り
、
東
京
の
奥
座
敷
と
で
も
言
う
べ
き
存
在
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
観
光
地
は
も
と
よ
り
ち
ょ
っ
と
し
た
歩
道
、
山
道
も
隅
々

ま
で
木
や
石
や
タ
イ
ル
な
ど
で
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
分
か
る
。
奥
日

光
は
2
5
0
0
m
級
の
白
根
山
を
は
じ
め
、
男
体
山
、
女
峰
山
な
ど
、
比

較
的
高
い
山
に
囲
ま
れ
、戦
場
ヶ
原
湿
原
、中
禅
寺
湖
、
湯
の
湖
、
西
ノ
湖

や
そ
こ
か
ら
流
れ
落
ち
る
湯
滝
、
龍
頭
滝
、
華
厳
滝
な
ど
典
型
的
な
山
岳

景
観
に
溢
れ
て
い
る
。
な
お
今
回
は
寄
れ
な
か
っ
た
が
、
日
光
東
照
宮
、

輪
王
寺
、
二
荒
山
神
社
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
日
光
駅
前
か
ら
東
武
バ
ス
で
中
禅
寺
湖
の
東
側
を
一
路
赤
沼
へ

ゆ
き
、
こ
こ
か
ら
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
バ
ス
で
千
手
ヶ

浜
へ
向
か
っ
た
。こ
の
バ
ス
は
モ
ー
タ
ー
の
音
し
か
し
な
い
の
で
、ま
る
で

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
い
る
感
じ
で
あ
っ
た
。最
近
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
異
常

に
繁
殖
し
て
植
林
し
た
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
樹
皮
を
食
べ
る
た
め
、
次
々
と

木
が
枯
れ
る
被
害
が
出
て
い
る
の
で
、
沿
道
に
電
気
鉄
柵
が
張
り
巡
ら
さ

れ
て
い
た
。従
っ
て
人
の
出
入
り
は
回
転
ゲ
ー
ト
式
と
な
っ
て
い
た
。バ
ス

は
美
し
い
白
樺
林
や
濃
い
緑
に
染
ま
っ
た
ミ
ズ
ナ
ラ
林
を
滑
る
よ
う
に
く

ぐ
り
ぬ
け
、中
禅
寺
湖
の
千
手
ヶ
浜
に
到
着
、こ
こ
で
一
服
し
た
。

り
は
小
田
代
ヶ
原
で
下
車
し
、
こ
こ
か
ら
奥
日
光
自
然
探
勝
路
の

一
つ
で
あ
る
小
田
代
ヶ
原
コ
ー
ス
に
入
っ
て
今
回
の
旅
の
メ
イ
ン

プ
ラ
ン
で
も
あ
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。
こ
こ
は
戦
場
ヶ
原
湿
原

の
西
側
で
、
1.7
㎞
に
渡
っ
て
木
道
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
見
渡
す
限
り
ピ
ン
ク
の
ホ
ザ
キ
シ
モ
ツ
ケ
の

群
生
で
、
そ
の
他
ノ
ア
ザ
ミ
、
ア
ヤ
メ
、
コ
オ
ニ
ユ
リ
、
ク
ガ
イ
ソ
ウ
、

ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
な
ど
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
然
、
野
生

動
物
の
楽
園
で
も
あ
り
、
野
鳥
の
鳴
き
声
が
真
空
の
よ
う
な
空
気
の
中
で

旅
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
雨
が
し
と
し
と
降
り
つ
づ
け
る
の
で
、

我
々
は
上
下
の
雨
具
を
つ
け
傘
を
さ
し
な
が
ら
清
流
の
中
で
泉
が
湧
く
と

い
わ
れ
て
い
る
「
泉
門
池
」
を
通
っ
て
戦
場
ヶ
原
コ
ー
ス
に
入
り
、
湯
の

湖
手
前
の
「
湯
滝
」
に
向
か
っ
て
歩
い
た
。
泉
門
池
で
は
卵
か
ら
孵
っ
た

ば
か
り
の
雛
も
交
え
た
マ
ガ
モ
の
一
家
が
列
を
作
っ
て
泳
ぎ
回
っ
て
い
た

の
が
微
笑
ま
し
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
先
は
山
道
で
多
少
苦
行
と
な
っ
た
が
、

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
じ
っ
と
我
慢
で
あ
っ
た
。
道
中
、

雨
具
が
防
寒
具
と
な
っ
て
汗
を
か
い
た
の
で
、
一
刻
も
早
く
お
風
呂
に
入

り
た
い
気
持
ち
で
先
を
急
い
だ
。
そ
し
て
、
水
が
丹
精
に
垂
直
に
落
ち
て

い
て
静
か
で
品
の
あ
る
小
滝
、
湯
の
湖
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ

う
に
豪
快
に
流
れ
出
る
湯
滝
を
巡
っ
て
湯
の
湖
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

3
日
目
も
雨
の
中
、
日
光
市
内
に
あ
る
観
光
施
設
を
回
っ
た
。
ま
ず
、

3
万
坪
も
あ
る
森
林
で
囲
ま
れ
た
東
大
の
研
究
施
設
で
あ
る
日
光
植
物
園

に
は
い
っ
た
。
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
で
も
あ
り
、
傘
を
差
し
て
植
物
園
に
来
る

人
は
よ
ほ
ど
暇
人
か
植
物
に
興
味
の
あ
る
人
で
あ
ろ
う
か
、
外
人
を
含
め

て
数
組
し
か
い
な
か
っ
た
。
受
付
の
お
じ
さ
ん
が
不
思
議
な
く
ら
い
丁
寧

に
対
応
し
て
く
れ
た
。
高
山
植
物
を
は
じ
め
本
州
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
植

物
が
一
緒
に
植
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
る
で
植
物
図
鑑
を
見
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
園
内
に
川
が
流
れ
、
滝
が
で
き
て
い
て
、
自
然
の
地
形
を
そ
の

ま
ま
利
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
植
物
園
だ
っ
た
。
ま
た
、
植
物
園
の
隣
に
は

田
母
沢
御
用
邸
記
念
公
園
が
あ
り
、
大
正
天
皇
御
用
邸
で
あ
っ
た
も
の
を

県
が
再
整
備
し
て
記
念
館
と
し
た
も
の
で
、
部
屋
が
1
0
6
室
も
あ
る

絢
爛
豪
華
な
建
造
物
で
あ
る
。
靴
を
脱
い
で
入
り
、
決
し
て
壁
や
調
度
品

に
は
手
を
触
れ
な
い
よ
う
に
注
意
さ
れ
る
。
必
見
に
値
す
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
だ
。
こ
の
日
、
病
院
か
ら
緊
急
連
絡
が
入
っ
た
。

日
目
も
結
局
雨
で
、
日
に
焼
け
な
い
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
で
き
る

の
だ
と
自
分
を
納
得
さ
せ
て
、こ
の
日
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
群

生
で
有
名
な
霧
降
高
原
に
行
っ
た
。
こ
こ
は
表
日
光
連
山
の
東
端
に
あ
る

赤
雛
山
の
中
腹
に
広
が
る
高
原
で
、3
台
の
リ
フ
ト
を
乗
り
継
い
で
標
高

1
2
0
0
m
ま
で
あ
が
っ
た
。
期
待
に
違
わ
ず
山
の
斜
面
に
橙
色
の
絨
毯

を
敷
い
た
よ
う
に
、
鮮
や
か
な
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
花
が
待
っ
て
い
た
。

「
一
週
間
前
は
も
っ
と
見
事
だ
っ
た
よ
」
と
リ
フ
ト
の
お
や
じ
が
申
し
訳
な

さ
そ
う
に
言
っ
た
。
遠
く
を
眺
め
て
い
る
と
、
周
囲
の
山
々
が
見
え
つ
隠

れ
つ
し
な
が
ら
、
次
第
に
雲
か
霧
に

覆
い
隠
さ
れ
て
い
っ
た
。
多
分
明
日

も
雨
だ
ろ
う
、
そ
れ
で
い
い
。
日
光

は
1
2
0
0
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ

霊
験
あ
ら
た
か
な
地
域
だ
し
、
文
化

的
香
り
が
強
く
品
の
あ
る
佇
ま
い
を

漂
わ
せ
て
い
る
か
ら
、
何
回
も
訪
れ

て
み
た
い
所
だ
か
ら
だ
。

 院長の休日 院長　松田保秀

戦場ヶ原湿原にて

霧降高原のニッコウキスゲ群

〜奥日光紀行（2006.7）〜

梅

戻
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松
田
病
院
の
理
念
に
つ
い
て

	

私
た
ち
は
一
人
の
人
間
と
し
て
自
ら
の
良
心
に
従

い
、医
の
倫
理
を
守
っ
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
す
。

　
　
「
奉
仕
の
心
と
高
い
技
術
」
を
も
っ
て
、
患
者
様
の

　
　
　
ニ
ー
ズ（
要
望
）に
誠
心
誠
意
お
応
え
し
ま
す
。

	

患
者
様
に
は
真
実
を
語
り
、
常
に
病
め
る
方
々
の

立
場
に
立
っ
て
、
専
門
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

	

皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
医
療
の
実
践
を
通

し
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

〔1〕〔2〕〔3〕〔4〕
患
者
様
の
権
利
に
つ
い
て

	

患
者
様
は
、
誰
で
も
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
安

全
で
適
切
か
つ
効
果
的
な
医
療
を
受
け
る
権
利
を

お
持
ち
で
す
。
社
会
的
地
位
、
病
気
の
種
類
、
国

籍
、
宗
教
な
ど
で
医
療
上
の
差
別
を
う
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

	

患
者
様
は
、
病
気
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を
う
け

る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
患
者
様
が
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、患
者
様
に
病
名
を
告
知
し
ま
す
。

	

患
者
様
は
、
治
療
方
法
な
ど
を
自
ら
の
意
思
で
選

択
・
決
定
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
求
め
に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

	

患
者
様
は
、
個
人
の
医
療
上
の
秘
密
が
守
ら
れ
る

権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ご
自
身
の
診
療

情
報
は
患
者
様
の
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
開
示
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。患
者
様
の
医
療
情
報
は
、

院
内
規
程
に
則
し
て
開
示
を
致
し
ま
す
。

	

患
者
様
は
、
公
的
援
助
制
度
に
関
す
る
情
報
の
提

供
を
受
け
る
権
利
を
も
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｈ
17
．11
．29
改
正
）

〔1〕〔2〕〔3〕〔4〕〔5〕

病院の理念と患者様の権利を掲げて診療をします。

JR＝浜松駅下車  タクシーで10分　高塚駅下車  タクシーで 5分
バス＝浜松駅バスターミナル 5番ポール（宇布見、山崎行）乗車
　　　東彦尾または西郵便局下車　徒歩 5分
　　　患者様駐車場180台
E-mail　cra@matsuda-hp.or.jp
ホームページ　http://www.matsuda-hp.or.jp/

【外来診療のご案内】

午前中の診療に限り予約制になっております。
※予約のない方は、予約外担当医師が診察いたします。

●患者様へお願い●月１回、必ず保険証の提示をお願いいたします。

松田病院
TEL.053—448—5121（代）

（発行／松田病院広報委員会）
FAX.053—448—9753

受付時間 月 火 水 木 金 土

その他の診療科

胃腸科・肛門科	

IBD（炎症性腸疾患）外来
ヘルニア外来
便秘外来
泌尿器科相談
内科相談
ストーマ外来
泌尿器科相談
女性専門外来

松田病院

〒432―8061　浜松市入野町753番地 

特 定 医 療 法 人
社 団　 松 愛 会

INFORMATION

　

こ
れ
ま
で
医
師
や
薬
剤
師
の
講
習
、
グ
ル
ー

プ
で
の
話
合
い
な
ど
会
議
室
で
の
活
動
が
多

か
っ
た
「
U
C
友
の
会
」
が
5
月
22
日
、
佐
鳴

台
公
民
館
の
調
理
実
習
室
で
初
め
て
の
料
理
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

　

患
者
様
と
ご
家
族
20
名
ほ
ど
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
メ
ニ
ュ
ー
は
当
日
講
師
に
も
な
っ
た

当
院
の
青
野
栄
養
課
長
が
独
自
に
考
案
し
た
、

け
ず
り
節
を
使
っ
た
お
か
か
カ
レ
ー
、
キ
ャ
ベ

ツ
の
ロ
ー
ル
巻
、
南
瓜
の
ス
ー
プ
、
白
玉
団
子

の
全
4
品
。
特
別
な
材
料
や
高
価
な
も
の
は
使

わ
ず
、
大
腸
に
刺
激
を
お
よ
ぼ
す
香
辛
料
や
油

な
ど
を
極
力
お
さ
え
た
献
立
を
工
夫
し
た
と
の

こ
と
。
参
加
者
か
ら
は
、「
思
っ
て
い
た
よ
り
味

の
つ
い
た
も
の
が
食
べ
ら
れ
た
」
同
じ
材
料
、

同
じ
調
味
料
で
作
り
ま
し
た
が
、「
各
班
ご
と
に

味
や
仕
上
が
り
が
違
い
、
個
性
が
出
て
、
食
べ

比
べ
を
し
て
も
面
白
か
っ
た
」
と
評
判
で
し
た
。

（
U
C
友
の
会
委
員　

山
口
百
美
）

8：30 〜11：30
8：15 〜14：00
14：00 〜16：00

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●
●

受付時間 月 火 水 木 金 土

8：30 〜11：30

14：00 〜 16：00

●

●
●

●

● ●
● ● ●
●

●

●
●
●

Ｕ
Ｃ
友
の
会

初
め
て
の
料
理
教
室
開
催料理教室の試食風景




